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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN

　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室など
の諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べて
リビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と
落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々として
ちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせる
と四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキュー
ブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。
キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360
度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。
　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる
要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、
そんな新たな住まいを目指した。

撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
濱田　猛（はまだ・たけし）
1975年 大阪府生まれ
1998年 法政大学工学部土木工学科卒業
2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科
 学研究科造形工学専攻修了
2003年 株式会社コンパス建築工房
2006年～ HAMADA DESIGN

2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師
2019年～ 摂南大学非常勤講師
2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：HAMADA DESIGN 
　　　　　濱田　猛
構造設計：造形工学研究所
　　　　　福永　毅
施　　工：ジェイプランニング
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018年6月
構造規模：RC造+鉄骨造+木造
　　　　　2階建て
敷地面積：211.24㎡
延床面積：89.43㎡





3 2020.10  建築人

建
築
人　

 

10
　
　

2020

　
　
　

 

目　

次

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
人
出
は

少
な
い
が
、
本
来
な
ら
ば
土
日
に
は
多
く
の
家
族

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
海
遊
館
や
天
保
山
公
園
等
が

あ
る
湾
岸
エ
リ
ア
。
こ
こ
は
大
阪
の
海
運
を
担
っ

て
き
た
大
阪
港
が
あ
り
そ
の
歴
史
は
古
い
。
お
よ

そ
一
四
〇
〇
年
前
に
栄
え
て
い
た
難
波
津
や
住
吉

津
な
ど
の
海
港
が
衰
退
し
、
慶
応
四
年
︵
一
八
六

八
年
︶
に
、
安
治
川
上
流
の
川
口
波
止
場
に
運
上

所
︵
現
在
の
税
関
︶
を
つ
く
り
開
港
し
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
海
遊
館
の
南
側
に

位
置
し
、
レ
ト
ロ
ビ
ル
に
相
応
し
い
天
満
屋
ビ
ル

︵
旧
天
満
屋
回
漕
店
︶
を
紹
介
し
た
い
。

　

建
物
は
、
戦
前
の
昭
和
一
一
年
︵
一
九
三
六
年
︶

に
、
回
漕
店
︵
船
問
屋
︶
の
社
屋
兼
居
宅
と
し
て

計
画
さ
れ
た
。
規
模
は
三
階
建
て
で
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
建
て
ら
れ
た
。
全
体
は
水
平
垂
直
の

整
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
角
の
部
分
は
大
き
な
ア
ー
チ

を
描
い
て
お
り
、
外
壁
に
は
茶
色
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ

イ
ル
が
施
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
の
あ
る
正
面
に
は
、

凝
っ
た
装
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、当
時
を
流
行
を
今

に
残
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
は
海
抜
が
低
く
、
昭

和
九
年
︵
一
九
三
四
年
︶
に
襲
っ
た
室
戸
台
風
の

影
響
で
、
高
潮
に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

そ
の
後
の
対
策
に
よ
り
、港
区
全
体
を
二
ｍ
程
度
嵩

上
げ
し
た
た
め
、現
在
は
道
路
か
ら
見
る
と
二
階
建

て
に
見
え
る
が
、こ
れ
は
道
路
が
嵩
上
げ
さ
れ
た
た

め
で
あ
り
、二
階
の
窓
を
ド
ア
に
入
替
え
て
い
る
。

　

隣
接
す
る
レ
ト
ロ
ビ
ル
は
商
船
三
井
が
所
有
す

る
ビ
ル
で
、
み
な
と
通
り
に
並
ん
で
い
る
様
は
な

ん
と
も
愛
ら
し
い
。
空
襲
な
ど
の
大
災
害
を
乗
り

越
え
て
き
た
八
四
歳
の
建
物
を
も
っ
て
、
こ
れ
か

ら
つ
く
る
建
物
の
八
〇
年
後
を
想
像
し
て
欲
し
い
。
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理
事
会
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相
談
室
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ら
　
編
集
後
記

  

曲
が
り
角
の
む
こ
う

副
会
長　

石
貫
方
子

　
﹁
自
分
の
未
来
は
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
た
道
の
よ

う
に
思
え
た
の
よ
。
い
つ
も
さ
き
ま
で
ず
っ
と
見

と
お
せ
る
気
が
し
た
の
。
と
こ
ろ
が
い
ま
曲
が
り

角
に
き
た
の
よ
。
曲
が
り
角
を
ま
が
っ
た
さ
き
に

な
に
が
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
。
で
も
き
っ

と
い
ち
ば
ん
よ
い
も
の
に
違
い
な
い
と
思
う
の
。﹂

赤
毛
の
ア
ン　

モ
ン
ゴ
メ
リ　

村
岡
花
子
訳
よ
り

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
が
当
た
り
前
に
な
り

業
務
手
続
き
が
電
子
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

﹁
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
﹂
と
言
わ
れ
る
未
来
が
到

来
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
に
思
い
出
し
た
の
が
ア
ン
の
言
葉
で

す
。
孤
児
の
ア
ン
は
マ
シ
ュ
ウ
と
マ
リ
ラ
の
老
兄

妹
に
引
き
取
ら
れ
て
育
ち
、
成
績
優
秀
で
大
学
進

学
と
奨
学
金
の
権
利
を
得
る
の
で
す
が
、
マ
シ
ュ

ウ
が
急
死
し
マ
リ
ラ
も
病
気
と
な
っ
た
た
め
に
大

学
進
学
を
や
め
て
マ
リ
ラ
の
面
倒
を
見
な
が
ら
教

師
と
し
て
働
く
決
心
を
し
た
、
そ
の
時
の
ア
ン
の

言
葉
で
す
。
ア
ン
は
そ
の
後
働
い
て
お
金
を
貯
め

て
念
願
の
大
学
進
学
を
果
た
し
ま
す
。

　

世
界
中
が
今
大
き
な
変
化
点
に
き
て
い
ま
す
。

未
来
が
見
え
な
い
の
は
と
て
も
不
安
な
こ
と
で
す

が
、
長
期
的
に
み
れ
ば
人
は
向
か
う
べ
き
と
こ
ろ

へ
向
か
う
と
、
ア
ン
の
よ
う
に
未
来
は
よ
い
も
の

と
信
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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INFORMATION

今回は建築基準法3条第1項第3号の適用に
係る手続きと利活用の事例について紹介いた
します。
日時　10月23日（金）　14：00〜17：20
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

鑑定業務支援委員会第8回セミナー
鑑定報告書・現地調査報告書・意
見書の実例報告
10/26　CPD2単位（予定）

本会に寄せられる相談案件の鑑定報告書・現
地調査報告書・意見書の実例について、掘り
下げて報告いたします。
日時　10月26日（月）　18：00～20：00
会場　大阪府建築健保会館
内容　長屋の朽廃について、マンションリフォー

ムのトラブル事例、タウンハウスのリ
フォーム、行政代執行（公用地上建物
取り壊し）

定員　50名（定員に達し次第締切）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

建築士の会「堺・高石」カフェ
（a round table talk）

10/30、11/27　CPD各2単位

地域の建築士をはじめ様々な方が集まり、様々
なテーマで情報交換を行うセミナーです。
日程・テーマ
　10/30（金）　医療・福祉と住まい・まち
　　　　　　　（申込締切10/16）

11/27（金）　持続可能な開発目標（SDGs）
の内容と取組

　　　　　　　（申込締切11/13）
時間　18：15〜19：45
会場　堺市役所本庁本館 地下大会議室
定員　各15名（定員に達し次第締切）
参加費　各回とも
　　　　会員300円　会員外500円
　　　　学生5名まで無料

体験セミナー「苔テラリウム」づくり
苔おじさんに学ぶ
小さな苔から地球温暖化帽子?!
10/31　CPD3単位

苔遊びの第一人者泉原一弥氏から地球温暖
化防止について学びます。その後、「苔テラリウ
ム」づくりを体験していただきます。泉原氏は、水
生生物を飼育する設備は「アクアリウム」です。

「アクア」は水の意味です。「アクア」のかわりに
「テラ」を挿入します。「テラ」とは、大地・陸地・
地球の意味です。続けると「テラリウム」となり、
苔だけを使うので「苔テラリウム」になり、小さな
器の中の地球ということでとおっしゃっています。

完成した作品は各自お持ち帰りいただきます。
日時　10月31日（土）　14：00〜16：30
会場　大阪府建築士会 東会議室
講師　日本苔緑化研究所所長　泉原一弥氏
参加費　新入会員・学生500円
　　　　会員1,000円　会員外1,500円
※別途基本材料代1,500円頂戴します。
定員　30名（申込み先着順）

おおさか建築祭2020
「過去から未来へ〜大阪の強みを活かした価
値の共創」
10/17

まちづくりへの提言や医療福祉と建築の連携
に関わるテーマを取り上げ、建築の近未来につ
いて討論します。会場参加型に全プログラムの
ライブによるWeb配信を併用します。
後援　近畿建築士会協議会
日時　10月17日（土）　9：00〜15：30
　　　（受付8：30）
会場　大阪工業大学梅田キャンパス
　　　OIT梅田タワー・常翔ホール3階
　　　大阪市北区茶屋町1-45
会費　会員 2,000円　会員外3,000円
　　　学生・入会3年以内の会員 無料
　　　WEB参加 無料
　　　※無料の方も登録は必要です
講演内容　
・まちづくり提言書シンポジウム
「山から都市へ、海から世界へ新しい価値の
共創」（CPD1単位）

・「建築の未来共創〜元気な次世代からの発
信」（CPD1単位）

・医療福祉・建築連携シンポジウム　
「医療福祉・建築連携による適切な在宅医
療環境の普及に向けて〜WITHコロナの生
活様式と住環境〜」（CPD2単位）

申込締切　10月9日（金）
※詳細は本号同封チラシをご覧ください。

ビュースポットおおさか発掘・発信プロジェクト 
第2回ビュースポット募集

世界に誇れる大阪の魅力ある景観、きらりと光
る個性豊かで多彩な大阪の景観を美しく眺める
ことのできる場所（ビュースポット）を、一般からの
募集により発掘し、「ビュースポットおおさか」とし
て選定したものを発信していくことで、府民・事業
者・来訪者の方々に大阪の景観に興味をお持
ちいただき、府域全体の良好な景観形成を推進
していこうとする取り組みです。
募集期間　9月14日（月）〜12月18日（金）

募集するビュースポット、応募方法等詳細は、以
下のHPをご覧ください。
HP　ビュースポットおおさか　検索

問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築企画課調整グループ
　　　Tel.06-6210-9718

違反建築防止週間（10月15日〜21日）

国土交通省及び各特定行政庁においては、建
築基準法令違反の建築物の是正及びその発
生予防に努めており、その一環として、全国一
斉に「違反建築防止週間」を定めて実施してお
ります。人生の中で最も大きな買い物であるマ
イホームに重大な欠陥があっては大変です。適
切な工事監理が行われると共に、建築基準法
に定められた中間・完了検査を受検し、欠陥の
ない適法な住宅を供給できるよう、建築士の皆
さんに大きな期待がよせられています。また、近
年地震や風水害による被害が甚大化しており
ます。このような状況において、違法な建築物
等の放置が大きな被害につながる場合があり、
所有者、管理者には常時適法な状態に維持す
るように努めることが求められています。
なお、大阪府住宅まちづくり部建築指導室建
築安全課のホームページのアドレスは下記のと
おりですのであわせてご覧ください。
http://www.pref.osaka.jp/kenshi_anzen/
anzen_kaigi/campain.html
また、違反建築防止に関するパネル展を下記
の場所・日時において開催します。
①大阪府咲洲庁舎1階　
　10月1日（木）〜10月30日（金）
　（土曜日・日曜日は除く）
②花博記念公園ハウジングガーデン
　10月1日（木）〜10月30日（金）
　（水曜日は除く）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築安全課
　　　Tel.06-6941-0351  

中小事業者のための省エネ・省CO2セミナー
「ZEBに注目!省エネで快適なビル
の実現!」
10/22

省エネやオフィス環境の改善に資するネット・ゼ
ロ・エネルギー・ビル（ZEB：ゼブ）をテーマとして、
標記セミナーを開催します。
日時　10月22日（木）　14：00〜16：30　
場所　Web上でのオンライン開催
　　　（YouTubeの閲覧と質問フォームを使用）
参加費　無料
内容
1 省エネ建築が解決する災害や感染症などの

社会問題（大和ハウス工業株式会社）
2 省エネ診断を活用した既存ビルにおけるZEB

事例（ダイキン工業株式会社）
3 大阪初となる完全「ZEB」建築のワッツ・ラボ 

オオサカSANKO研修センターについて
　（株式会社三晃空調）
4 業務用建築物の運用改善による省エネ

　（（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所）
申込　おおさかスマートエネルギーセンター　検索

主催・問合
おおさかスマートエネルギーセンター

（大阪府環境農林水産部エネルギー政策課
スマートエネルギーG）
Tel.06-6210-9254
E-mail eneseisaku-01@gbox.pref.osaka.lg.jp

「幻燈で見る懐かしい明治・大正の
建築〜旧大浜潮湯別館（南天苑）
と辰野金吾の建築」
10/17

歴史的建築物の旧大浜潮湯別館（南天苑）と
辰野金吾の建築を幻燈で見ます。大阪市中央
公会堂、日本銀行大阪支店、堺公会堂、旧浜
寺停車場ほか。
日時　10月17日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
申込　不要（参加自由）
講師　明治建築研究会　代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

堺歴史文化景観まち歩き
11/8、3/28　CPD各3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群や堺環濠都市
を専門家と一緒に古地図と比較、歴史文化を
学び、景観写真を撮影し、「堺」のまちを体感し
ます。
主催　堺ユネスコ協会（大阪地域貢献活動助

成事業）
協力　建築士の会「堺・高石」
後援　堺市
日程・コース
　11/8（日）  堺環濠都市コース
　　申込：2020年9月2日〜10月23日
　3/28（日）  世界文化遺産百舌鳥古墳群コース
　　申込：2021年1月4日〜3月12日
時間　13：00〜16：00
説明　元堺市博物館学芸員　井渓　明
定員　各30名（定員に達し次第締切）
参加費　500円（青少年は無料、15名まで）
問合　NPO法人すまいるセンター（堺ユネスコ
　　　協会事務局）
　　　Tel.072-299-2323

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

　　　　　　　「蒅藍で染めを楽しむ」
　　　　　　　※定員に達しました。
②11/28（土）　兒山家住宅（堺市）：
　　　　　　　「瓦の拓本を通して歴史を
　　　　　　　感じる」
③12/12（土）　岩根家住宅（富田林市）：
　　　　　　　酒蔵で楽しむ「弁士付無声
　　　　　　　映画ー浮草物語」
④1/23（土）　 藤井家住宅（東大阪市）：
　　　　　　　「江戸の古民家で大阪欄間
　　　　　　　にふれる」
⑤1/30（土）　 源ヶ橋温泉（大阪市）：
　　　　　　　「『能面』から見る能の魅力」
　※時間　各13：30〜16：30
募集　各24名
　　　（事前申込制 先着順、単発受講可）
対象　中学生以上
参加費　各1,500円
申込方法

必要事項①～④を記入の上各回ごとに専
用メールかFAXで申込ください。

　1週間前に参加証を発送予定です。
　申込専用mail heritage@aba-osakafu.or.jp
　Fax.06-6943-7103
　①お名前　②ご住所　③メールアドレス
　④携帯番号

令和2年度地域文化財総合活用推進事業
「入門！！大阪講談の楽しみ方」
～猿飛佐助の永遠のライバル、霧隠才蔵の大
活躍！！～
10/22 、10/23

大阪弁を生かした語り口で大阪独自の演目の
維持に力を注いでいる大阪講談の魅力を重要
文化財の中之島図書館で実感していただく企
画です。
日時　10月22日（木）、23日（金）
開会　18：30（受付18：00）〜20：00
内容　講談の説明、講談の基本：
　　　修羅場読み実演
　　　明智左馬之助「琵琶の湖水渡り」（玉山）

　　講談ワークショップ（玉秀斎）、
　　講談実演（玉秀斎）
　　22日 霧隠才蔵　発端
　　23日 霧隠才蔵　大坂の陣

参加費　 各1,500円（要予約）
会場　大阪府立中之島図書館本館3階

歴史的建築物の保存と活用
〜建築基準法3条1項3号の適用に
かかる手続きと事例紹介〜
10/23　CPD3単位（予定）

歴史的建築物の利活用の動きが全国的に広が
りを見せていますが、用途変更や増改築する場
合に現行の建築基準法に適合させることが難し
いことが少なくありません。こうした利活用を促進
するための手法として法3条1項3号に基づき地
方公共団体の条例により保存のための措置が
講じられ、建築審査会の同意を得て特定行政
庁が指定したものについて、建築基準法の適用
を除外する仕組みが設けられています。

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
2/3　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　2021年2月3日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願
います。その際振込手数料もご負担願います。

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習11/4　CPD5単位
更新講習12/22、2/8、2/25  CPD各2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修了
した建築士のみに認められる業務です。ぜひ本
講習で新たな業務の資格を取得してください。
なお、2017年度に本講習を修了された方は本
年度が有効期限となりますので、更新講習をご
受講ください。
▼新規講習（対面講習）
　日時　11/4（水）　9：30〜17：10
　会場　大阪府建築士会
　定員　各20名（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込22,000円
　　　　　WEB申込21,450円
▼更新講習（DVD+対面講習）
　日時　12/22（火）、2/8（月）、2/25（木）
　　　　13：30〜16：50
　会場　12/22　大阪国際交流センター
　　　　2/8、2/25　大阪府建築健保会館
　定員　12/22　100名
　　　　2/8、2/25　各50名
　　　　（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込17,600円
　　　　　WEB申込17,000円
▼詳細・申込

日本建築士会連合会ホームページよりお
申込みください。

令和2年度地域文化財総合活用推進事業
「はじめよう、文化財の活用」全５回
10/31、11/28、12/12、1/23、1/30

毎回異なる国登録有形文化財を会場に、「建
物の見学」や「ワークショップ」といった体験型
の講座です。
①10/31（土）　奥野家住宅（豊中市）：

受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成29年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
※印以外の日程　大阪府建築士事務所協会
　　　　　　　　事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
11/11、1/26、2/19、3/10　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　令和2年11/11（水）
　　　令和3年1/26（火）、2/19（金）、3/10（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法》
12/1・1/21　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①12月1日（火）
　　　②2021年1月21日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各40名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,300円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）
※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願

います。その際振込手数料もご負担願います。

本会主催の講習会等では座席の離間距離確
保等の新型コロナ感染防止対策を行います。
受講者におかれましてもマスク着用、手指のア
ルコール消毒等のご協力をお願いします。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等

（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
種別は問いません。また、他府県の建築物も
対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
11/4、12/16、1/28、2/9、2/17、3/24、3/25、
3/31　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼対面講習
日程・会場・定員
※11/4（水）	 大阪国際会議場	 440名
　12/16（水）	大阪国際会議場	 200名
　1/28（木）	 大阪府建築健保会館	 55名
※2/9（火）	 大阪国際会議場	 200名
　2/17（水）	 大阪国際交流センター	 120名
　3/24（水）	 大阪国際会議場	 200名
　3/31（水）	 大阪YMCA会館	 120名
▼DVD講習
日程・会場・定員
※3/25（木）	 大阪府建築士会	 20名
時間　  9：15〜17：00（各講習日共）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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Gallery 建築作品紹介 御幣島ビル 設計：大林組大阪本店一級建築士事務所
施工：大林組

御幣島ビルは障がいのある人を積極的に雇用するために設立された㈱
ニッセイ・ニュークリエーションの本社オフィスで、約 9 割の社員が障がい
者です。ユニバーサルデザインの追求をメインコンセプトとし、ユニバーサ
ルデザインとは「バリア・フリー×デザイン」であると解釈しました。バリア・
フリーに、分かりやすさと美しさを掛け合わせることで、誰もが守られ働き
やすいワークプレイスを目指しました。当エリアは南海トラフ大地震での
浸水想定エリアのため、建物の外周には地上から屋上までのスロープを設
けました。障がいの種類や程度は多岐にわたり約 150 の切実な要望を意
見集約して頂き、それを細やかなデザインに反映しています。 （岡村吉展）

所 在 地：大阪府大阪市
用　　途：事務所、印刷
　　　　　工場
竣　　工：2020.01
構造規模：鉄骨造
敷地面積：3,602.50㎡
建築面積：2,498.35㎡
延床面積：8,863.53㎡
写　　真：河合止場
　　　　　浅田美浩
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9/ 1 大阪府収用委員会
  大阪宅建協会高村会長表敬訪問
  おおさか建築祭賛助企業説明会
9/ 15 大阪府収用委員会
9/ 16 理事会

  正副会長会議
9/ 23 近畿建築士会協議会

本会は長年にわたる吹田市制の発展と地
域社会の向上に寄与したとして、吹田市
制施行 80 周年にあたり、後藤圭二吹田
市長から感謝状を拝受しました。
本会は、平成 21 年に市から景観まちづ
くりの専門家として情報提供や助言など
を行う景観整備機構の指定を受け、平成
26 年から市固定資産評価委員会、平成
31 年から市空き家等対策協議会にそれ
ぞれ委員を派遣するなど、市の施策の推
進に協力し、地域の振興に寄与しており
ます。
これらの本会の地域貢献活動が高く評価
されたことに対して、今後も公益社団法
人として地域活動を一層活性化してまい
りますので、会員の皆様には一層のご支
援を賜りますようお願いいたします。

（一社）大阪府宅地建物取引業協会会長
として、今年の 6 月に就任された高村永
振会長を、9 月 11 日に表敬訪問しまし
た。本会からは岡本会長、濵田副会長、
田中（克）部門長、杉原専務理事がお訪
ねし、協会は高村会長、尾久土副会長、
長尾専務理事、荒川事務局長にご対応い
ただき、今後の両会の更なる関係強化な
どについて意見交換を行いました。
本会と協会は、既存住宅状況調査（イン
スペクション）の実施や宅建士等への建
築に関する研修などの相互協力協定を、
平成 29 年 12 月に締結し友好的な関係に
あります。国土交通省が所管する既存住

宅状況調査は、既存住宅売買後のトラブ
ル発生を抑制するなどのメリットのある
建築士業務ですが、消費者等に制度がよ
く認知されていないのが実情です。
本会と協会は、今後も既存住宅状況調査
の普及に向け協力していくことを確認し
ました。

9 月 13 日、全国一斉に二級建築士設計
製図試験が「シェアハウスを併設した高
齢者夫婦の住まい」の課題で実施されま
した。大阪では本会が運営を担当し、大
阪大学吹田キャンパスと箕面キャンパス
の 2カ所において、今年学科を合格した
591 名と、過去 2 年間に学科を合格した
372 名の合計 963 名が受験されました。
全国の受験者数は 11,296 名で、昨年に
比べ 412 名の増加、大阪では 89 名の増
加でした。
なお、一級・木造建築士設計製図試験は
10 月 11 日に大阪経済大学において、一
級が「高齢者介護施設」、木造が「専用
住宅（木造 2 階建て）」の課題で実施し
ます。

本会では 2025 年の建築士会全国大会「大
阪大会」のプレイベントの一環として、
10 月 17 日（土）に「おおさか建築祭」
の開催に向けた準備を進めています。
2025 年は「大阪・関西万博」が開催され、
様々な分野における大阪の発信力が求め
られています。

「おおさか建築祭」では、新しい価値の
協創に向けたまちづくりの提言、関西万
博の会場デザインプロデューサーに就任

された藤本壮介氏と平沼孝啓氏の対談、
伊香賀俊治慶応義塾大学教授をお招きし
て、WITHコロナの医療福祉と建築の
連携を考えるテーマを取り上げ、建築の
近未来について討論する場として企画し
ています。
コロナ禍の中で、会場となる大阪工業大
学梅田キャンパス OIT 梅田タワー常翔
ホールの入場定員を 1/4に抑え、全プロ
グラムをライブによるWeb 配信を併用
し、全国の建築士会会員等に広域発信し
ます。ライブによるWeb 配信は、本会
活動で初めての試みであり、新たな事業
形態の在り方として取り組んでいます。
また、本事業は 40 社を超える賛助企業
等から協賛をいただいており、実施に当
たり本会委員会の枠を超えたプロジェク
トチームを編成し進めています。

本会主催の講習会、研修会等の事業への
参加申込時に、受講者の利便性向上を図
るため、受講料等をクレジットカードで
支払いできるシステムを、できるだけ早
い時期に導入できるよう準備を進めてお
ります。現状は金融機関での事前支払い
が基本となっておりますが、導入後は本
会ホームページの予約システムから申込
み時に、取扱手数料は本会負担でのクレ
ジットカードの利用が可能となります。

大阪都市景観建築賞（大阪まちなみ賞）
は、本会が事務局を務め毎年開催してき
ましたが、コロナ禍の中で候補対象のご
推薦をいただく多くの府民の方々の外出
を促すことにつながり、現地審査の方法
も懸念があることなどから、主催者であ
る大阪府・大阪市・建築団体が協議し、
本年度の実施は見送ることとしました。
本賞は今回で実施回数が 40 回を数え、
長期にわたり継続開催できた記念すべき
年でしたが、来年度は第 40 回の記念事
業と併せた実施を検討する予定です。

動静レポート

（左）岡本会長　　　　　　　　　　（右）高村会長

会長動静

講習会受講料等のクレジット決済
導入準備

建築情報部門

令和 2 年度の大阪都市景観建築賞の
実施を見送り

建築表彰部門

吹田市長から感謝状を拝受

運営部門

大阪宅建協会の高村新会長を表敬訪問

運営部門

二級建築士設計製図試験を実施

運営部門

「おおさか建築祭」の開催準備

事業部門 
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

現
代
建
築
の
歳
の
取
り
方
は
本
当
に
難
し
い
。

そ
う
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
再
訪
す
る

機
会
の
あ
っ
た
沖
縄
の
名
護
市
庁
舎
の
現
在
の
姿

で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
十
一
月
末
、
沖
縄
へ
所
要

で
行
っ
た
際
に
、
那
覇
市
で
泉
設
計
を
主
宰
す
る

建
築
家
で
あ
り
、
前
川
國
男
建
築
事
務
所
時
代
の

後
輩
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
當
間
卓
さ
ん
の
道
案
内

で
久
方
ぶ
り
に
立
ち
寄
っ
た
。前
回
訪
ね
た
の
は
、

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
下
旬
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

十
九
年
ぶ
り
と
な
る
。
以
前
に
こ
の
連
載
で
も
取

り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
は
、
小
雨
の

降
る
中
、庁
舎
の
北
側
に
広
が
る
芝
生
の
広
場
で
、

子
供
た
ち
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
も
嬉
々
と

し
て
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
て
い
る
感
動
的
な
風
景
に

遭
遇
し
、拙
文
︵
本
誌
二
〇
一
〇
年
三
月
号
︶
は
、

﹁
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
、
時
間
の
経
過
を
む
し
ろ

味
方
に
引
き
寄
せ
て
、
た
く
ま
し
さ
を
増
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
、﹃
地
域
の
自

立
と
自
治
を
に
な
う
拠
点
﹄
と
し
て
、﹃
外
に
む

か
っ
て
﹁
沖
縄
﹂
を
表
明
し
う
る
建
築
﹄
と
し
て
、

市
民
の
生
活
を
見
守
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
﹂
と

肯
定
的
に
結
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
九
年
が
経

つ
間
に
、こ
の
建
物
に
何
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

自
省
の
念
も
込
め
て
、
そ
の
現
状
か
ら
見
え
て
く

る
こ
と
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。

　

今
回
は
休
日
に
訪
ね
た
の
で
使
わ
れ
て
は
お
ら

ず
、平
日
の
様
子
は
少
し
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、
現
地
を
訪
れ
て
何
よ
り
も
驚
か
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
建
築
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
の
、
南
側
の
柱
頭
の
上

に
鎮
座
し
て
い
た
シ
ー
サ
ー︵
魔
除
け
の
唐
獅
子
︶

五
十
六
基
が
す
べ
て
撤
去
さ
れ
て
消
え
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
と
だ
。
そ
の
喪
失
感
が
与
え
る
印
象
が

あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
眼
で

建
物
全
体
を
見
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

竣
工
当
時
の
記
事
︵﹃
建
築
文
化
﹄
一
九
八
二
年

一
月
号
︶
に
よ
れ
ば
、
現
場
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

柱
頭
に
シ
ー
サ
ー
を
載
せ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
地
元
出
身
の
設
計
ス
タ
ッ
フ

の
一
人
が
、
生
れ
故
郷
の
糸
満
市
の
知
人
を
頼
っ

て
、
瓦
葺
職
人
の
大
城
佐
吉
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
た

こ
と
か
ら
制
作
が
始
ま
っ
た
。
シ
ー
サ
ー
は
、
通

常
、
瓦
葺
作
業
に
使
っ
た
残
り
の
瓦
を
骨
組
に
、

ム
チ
と
呼
ば
れ
る
漆
喰
で
肉
付
け
し
、
色
あ
せ
な

い
よ
う
に
泡
盛
と
瓦
粉
を
混
ぜ
て
、
ム
チ
肌
に
着

色
し
て
仕
上
げ
る
。
し
か
し
、
こ
の
庁
舎
に
載
る

シ
ー
サ
ー
は
、
高
さ
が
約
八
〇
セ
ン
チ
と
大
き
い

た
め
、
鉄
筋
で
下
地
の
骨
組
を
つ
く
っ
た
上
で
、

従
来
の
方
法
で
制
作
さ
れ
た
。
同
誌
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
表
情
を
持
つ
個
性
的
な
シ
ー
サ
ー
の
写
真

と
共
に
、
制
作
し
た
職
人
の
氏
名
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。そ
の
こ
と
か
ら
も
、い
か
に
こ
れ
ら
の
シ
ー

サ
ー
が
文
字
通
り
画
竜
点
睛
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

設
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、﹃
沖
縄
タ
イ
ム
ス
﹄
の
記
事
︵
二
〇
一

九
年
二
月
三
日
︶
に
よ
れ
ば
、﹁
近
年
の
台
風
や

塩
害
の
影
響
で
破
損
し
た
り
落
下
し
た
り
し
て
﹂、

﹁
劣
化
﹂
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
比
較
的
状
態
の

良
い
一
〇
体
を
博
物
館
倉
庫
に
保
管
し
、
残
り
を

処
分
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
同
じ
記
事
の
中

で
、
市
民
の
一
人
は
、﹁
名
護
市
の
シ
ン
ボ
ル
。
完

成
時
は
す
ご
い
、
す
ご
い
と
市
民
が
毎
日
見
に
来

た
。
撤
去
は
も
っ
た
い
な
い
﹂
と
惜
し
ん
だ
、
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
設
計
チ
ー
フ
を
務
め

た
内
田
文
雄
は
、﹁
人
の
手
の
跡
を
残
し
、
思
い

を
す
く
い
取
り
た
か
っ
た
﹂
の
で
、
職
人
手
づ
く

り
の
シ
ー
サ
ー
を
載
せ
た
と
証
言
し
、
設
置
さ
れ

た
時
は
、
職
人
た
ち
が
家
族
を
連
れ
て
来
て
、﹁
子

や
孫
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
﹂
と

い
う
。
内
田
は
、今
回
の
撤
去
の
報
道
を
受
け
て
、

﹁
も
う
少
し
名
護
へ
行
っ
て
、
保
全
の
手
伝
い
を

す
れ
ば
良
か
っ
た
の
か
な
。
寂
し
い
で
す
ね
﹂
と

記
者
に
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
安
全
上
の
や
む

を
え
な
い
理
由
と
は
い
え
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

魂
を
失
っ
た
か
ら
な
の
か
、
建
物
の
全
体
か
ら
ど

こ
か
寂
し
げ
で
虚
ろ
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
く
る
。

再
設
置
の
予
定
も
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
建
物
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
七
九
年
に
か

け
て
実
施
さ
れ
た
公
開
二
段
階
設
計
競
技
と
い
う

方
法
に
よ
っ
て
、
三
〇
八
点
も
の
応
募
案
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
象
設
計
集
団
を
中
心
と
す
る
共
同

チ
ー
ムT

EA
M

ZO
O

の
応
募
案
に
基
づ
い
て
建

設
さ
れ
た
。清
家
清
や
槇
文
彦
が
審
査
員
を
務
め
、

時
代
の
転
換
を
象
徴
す
る
地
域
主
義
的
な
建
築
と

し
て
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
、
当
時
の
誌
面
か
ら

は
読
み
取
れ
る
。
審
査
評
で
も
、﹁
全
体
の
表
現
の

中
に
十
分
沖
縄
の
風
土
・
文
化
を
反
映
し
た
デ
ザ

イ
ン
、
材
料
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
﹂、﹁
特
に
パ
ー

ゴ
ラ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
道
路
側
か
ら
の
表
情

は
優
れ
て
い
る
﹂、﹁
通
風
・
採
光
・
遮
光
な
ど
に

十
分
の
考
慮
が
み
ら
れ
﹂、﹁
内
部
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

も
柔
軟
性
に
富
む
﹂な
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
室
内
面
積
の
六
〇
％
に
及
ぶ

広
さ
を
持
つ
ア
サ
ギ
テ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
半
外
部

の
空
間
と
、
戦
後
の
沖
縄
の
建
物
に
多
用
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
を
改
良
し
た
特
注
型
枠
ブ
ロ
ッ
ク
が
作

り
出
す
四
本
の
柱
列
で
構
成
さ
れ
た
グ
リ
ッ
ド
状

に
広
が
る
雁
行
形
の
平
面
構
成
に
あ
る
。し
か
し
、

雨
の
多
い
厳
し
い
自
然
環
境
に
晒
さ
れ
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
、
灰
色
と
赤
色
の
ツ
ー
ト
ン
・
カ
ラ
ー

の
柱
は
薄
汚
れ
て
お
り
、
ア
サ
ギ
テ
ラ
ス
も
、
竣

工
時
の
掲
載
誌︵﹃
新
建
築
﹄一
九
八
二
年
一
月
号
︶

で
、
林
昌
二
が
、﹁
日
常
生
活
の
中
で
は
、
ど
う

も
少
し
数
が
多
す
ぎ
、
も
て
余
さ
れ
て
い
る
気
配

も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂と
指
摘
し
た
と
お
り
、

生
き
生
き
と
使
わ
れ
て
い
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、翌
月
の﹁
月
評
﹂で
、安
山
宣
之
が
、﹁
竣

工
時
か
ら
ど
こ
か
風
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
た

た
ず
ま
い
は
、
着
な
れ
た
浴
衣
の
如
き
気
安
さ
は

あ
る
も
の
の
、今
後
数
一
〇
年
の
本
当
の
﹃
風
化
﹄

に
ど
の
よ
う
に
耐
え
て
ゆ
く
の
か
﹂
と
記
し
た
よ

う
に
、
成
熟
で
き
て
は
い
な
か
っ
た
。
ど
う
し
た

ら
建
築
が
そ
の
風
土
に
根
づ
き
、
人
び
と
に
親
し

ま
れ
る
存
在
に
な
り
得
る
の
か
。名
護
市
庁
舎
は
、

私
た
ち
に
そ
の
こ
と
を
問
い
か
け
て
い
る
。

市庁舎入口前のアサギテラスの風景

柱頭に載っていたシーサーが撤去された南側ファサード外観

名護市庁舎　1981 年
建築が根づくことの難しさ

記憶の建築
松隈　洋



2020.10  建築人 10

建築人　10
　　　　　　　　　  　 2020

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二（編集人代表）
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人　　　梅田武宏　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　茂籠一之
　　　　　　　　　　大松俊祐　　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

五
十
四

　

弁
護
士
へ
の
相
談
・
耐
震
診
断
の
相
談

文　

橋
本
頼
幸

　

よ
く
あ
る
相
談
の
中
に
弁
護
士
に
相
談
を
お
す
す
め

す
る
相
談
と
耐
震
診
断
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
よ
く
あ
る
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
期
の
遅
れ
・
工
事
費
増

　

箕
面
市
の
中
国
人
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
中
だ
が
工
期

が
遅
れ
、
工
事
の
品
質
も
悪
い
。
改
善
・
修
正
す
る

よ
う
に
申
し
入
れ
た
が
、
相
手
が
弁
護
士
を
立
て
て

き
た
、
と
の
こ
と
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
弁
護
士
を

立
て
た
方
が
い
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
弁
護
士
に
相

談
し
て
下
さ
い
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

東
大
阪
市
の
相
談
者
。
建
物
の
全
面
改
修
を
し
て

も
ら
っ
た
ら
当
初
口
約
束
で
一
〇
〇
〇
万
円
程
度
と
言

わ
れ
て
い
た
の
に
一
七
〇
〇
万
円
に
な
っ
た
。
工
事
の
品

質
も
悪
く
、
納
得
が
い
か
な
い
。
そ
の
金
額
を
払
わ
な

い
と
い
け
な
い
の
か
？
と
の
相
談
。
こ
ち
ら
も
弁
護
士
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
相
談
員
は
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

宝
塚
市
の
相
談
者
。
築
四
〇
年
の
戸
建
て
の
全
面

リ
フ
ォ
ー
ム
を
工
務
店
と
相
談
し
て
い
た
が
、
外
装
と

躯
体
を
残
し
て
下
地
を
全
て
解
体
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
た
。
他
の
二
社
に
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
別
の
業
者
の
意
見
も
聞
い
て
み

よ
う
と
思
い
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
さ
れ
た
業
者
に
こ

れ
ま
で
の
三
社
の
資
料
を
見
せ
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

同
じ
内
容
で
も
っ
と
安
く
で
き
る
と
言
わ
れ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
契
約
し
た
。
と
こ
ろ
が
言
っ
た
通
り
の
工
事

が
で
き
な
い
し
、
床
な
り
・
不
陸
・
壁
の
凸
凹
・
配
管

の
水
漏
れ
な
ど
問
題
が
多
く
ク
レ
ー
ム
を
す
る
も
、
弁

護
士
を
た
て
て
き
た
、
と
言
う
相
談
。
こ
ち
ら
も
弁

護
士
に
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
か
ら
で
す
ね
、
と
相
談

員
は
答
え
て
い
ま
す
。
面
白
い
こ
と
に
、
内
容
は
ほ
ぼ

似
て
い
る
も
の
の
場
所
も
異
な
る
こ
の
三
つ
の
相
談
は

同
じ
日
の
相
談
で
し
た
。

　
　
編
集
後
記

茂
籠
一
之

　

こ
こ
数
年
、
真
夏
の
日
中
の
気
温
が
体
温
を
上

回
る
ほ
ど
の
高
温
と
な
る
猛
暑
日
が
続
き
、
突
発

的
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
や
、
海
水
温
度
が
高
く

な
っ
た
太
平
洋
で
非
常
に
強
い
勢
力
の
台
風
が
発

生
す
る
と
い
っ
た
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
九

月
も
台
風
一
〇
号
が
九
州
地
方
に
接
近
し
猛
威
を

ふ
る
い
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

異
常
気
象
が
頻
繁
に
起
こ
る
現
象
が
日
常
化
し

日
本
各
地
や
世
界
各
国
で
も
大
規
模
な
被
害
が
起

こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
地
球
温
暖
化
と
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
続
い
て
い
く
と
す
れ
ば

将
来
は
今
以
上
に
過
酷
な
環
境
下
と
な
っ
て
い
く

こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
と
仮
定
し

た
場
合
、
温
暖
化
に
対
し
て
私
達
建
築
に
携
わ
る

者
と
し
て
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ひ
と
つ
に
長
寿
命
・
自
然
共
生
・
省
エ
ネ
・
省

資
源
・
循
環
等
の
対
策
を
建
築
や
都
市
に
対
し
て

中
長
期
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
事
で
す
。

　

数
十
年
後
、
数
百
年
後
の
未
来
の
子
ど
も
た
ち

の
為
に
、
今
出
来
る
事
を
考
え
実
行
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
地

球
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
耐
震
診
断
に
ま
つ
わ
る
相
談

　

今
回
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
を
大
阪
市
の

補
助
で
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
補
助
金
の
申
請
書
類

を
建
築
士
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
書
類
作
成
代

と
し
て
請
求
が
あ
っ
た
。
書
類
作
成
代
は
行
政
書
士

で
な
い
と
請
求
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
？
と
の
相
談
。

原
則
と
し
て
問
題
な
い
と
考
え
る
が
、
気
に
な
る
な

ら
補
助
金
を
出
す
大
阪
市
に
直
接
聞
い
て
み
て
は
ど

う
か
、
と
相
談
員
は
回
答
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
業

務
と
し
て
耐
震
診
断
報
告
書
は
建
築
士
が
作
り
ま
す

し
、
設
計
や
工
事
監
理
の
部
分
は
建
築
士
が
担
い
ま

す
の
で
、
そ
の
中
で
の
書
類
作
成
は
問
題
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
お
話
は
見
積
書
や
請
求
書
の

作
り
方
次
第
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

東
京
都
に
在
住
の
方
で
、
建
物
は
大
阪
市
内
。
鉄

骨
三
階
建
、
昭
和
四
八
年
築
の
建
物
を
相
続
し
た
。
税

の
特
別
控
除
を
受
け
る
た
め
に
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
る
と
の
事
。
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
、

ま
た
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
補
強
す
る
事
は
で
き
る

か
？
と
い
う
相
談
。
築
年
次
か
ら
現
在
の
基
準
は
満
た

し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
調
査
は
可
能
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
残
存
す
る
資
料
を
確
認
し
な
い
と
費
用
は
わ

か
ら
な
い
、
補
強
工
事
も
可
能
で
は
あ
る
が
控
除
に
見

合
う
か
わ
か
ら
な
い
、
と
相
談
員
は
回
答
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
の
相
談

　

相
談
室
で
は
一
般
の
方
向
け
へ
の
弁
護
士
の
紹
介
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
相
談
者
の
知
り
合
い
の

弁
護
士
や
弁
護
士
会
あ
る
い
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
な
ど
を
案
内

し
て
自
ら
で
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

一
方
で
す
で
に
紛
争
に
な
っ
て
い
る
、
な
り
そ
う
な
相

談
や
弁
護
士
か
ら
の
相
談
、
調
査
依
頼
に
つ
い
て
は
、

電
話
で
受
け
付
け
て
、
そ
の
後
鑑
定
業
務
支
援
委
員

会
が
基
本
的
な
窓
口
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
会

員
建
築
士
の
関
係
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
本
会
の
提

携
弁
護
士
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

九
月
十
六
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
八
名 

監
事
一
名

︵
１
︶
八
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
三
、

〇
一
八
、五
〇
五
円
、
支
出
九
、一
五
四
、二
八
六
円
、

差
引
△
六
、一
三
五
、七
八
一
円
で
、
本
年
度
累
計
の

収
支
差
引
二
五
、三
三
〇
、三
九
四
円
を
報
告
し
て

承
認
し
ま
し
た
。
昨
年
同
時
期
の
当
期
経
常
増
減

額
と
比
較
し
て
約
四
〇
〇
万
円
の
減
収
で
コ
ロ
ナ
禍

が
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
前
納
制
の
会
費
収
入

及
び
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
は
九
割
以
上
の
納
付
が
あ
り

影
響
は
少
な
く
、
定
期
講
習
も
開
催
時
期
を
繰
り

下
げ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
事
業
全
体
の

規
模
縮
小
は
否
め
ず
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
踏

ま
え
た
下
半
期
の
事
業
活
性
化
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
東
大
阪
市
消
防
局
、
本
会
、
府
事
務
所
協

会
に
よ
る
消
防
法
違
反
の
是
正
及
び
未
然
防
止
に

向
け
た
連
携
協
定
の
締
結
を
承
認
し
、
本
件
は
建

築
相
談
委
員
会
が
主
管
し
ま
す
。
た
だ
し
、
建
築

基
準
法
違
反
建
築
物
に
対
す
る
是
正
は
市
建
築
部

を
含
む
四
者
が
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

︵
３
︶
連
合
会
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
既
存
の

五
部
会
︵
景
観
、
防
災
、
歴
史
、
街
な
か
・
空
家
、

福
祉
︶
に
加
え
、
新
設
さ
れ
た
﹁
木
の
ま
ち
づ
く

り
部
会
﹂
に
二
級
・
木
造
委
員
会
委
員
長
を
推
薦

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶一
〇
月
の﹁
近
畿
建
築
祭︵
大
阪
大
会
︶﹂
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
沈
着
し
て
い
な
い
状
況
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
か
ら
実

参
加
型
に
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
を
併
せ
て
い
た
諸
企
画
を

本
会
主
催
に
よ
る
﹁
お
お
さ
か
建
築
祭
﹂
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
総
領
事
館
の
要
望
で
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
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四畳半キューブの家　HAMADA DESIGN

　この住宅は、生活に必要なリビング・キッチン・浴室など
の諸室を全て四畳半に統一している。一般的な住宅に比べて
リビングは狭い、一方浴室は広い。結果、リビングは意外と
落ち着いた空間となり家族の距離を縮め、浴室は広々として
ちょっとしたリゾートホテルのようになった。全て合わせる
と四畳半キューブ8個で構成されており、それぞれのキュー
ブ間には「広場」と「路地」を設けて距離を保っている。
キューブの上には鉄骨柱で持ち上げられた屋根が浮き、360
度のガラス欄間から様々な光が差し込む構成となっている。
　各用途の面積を統一し、単なる廊下ではなく半外部となる
要素（広場と路地）で繋ぐことで日々新しい発見が起こる、
そんな新たな住まいを目指した。

撮影：笹倉洋平　第12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
濱田　猛（はまだ・たけし）
1975年 大阪府生まれ
1998年 法政大学工学部土木工学科卒業
2003年 京都工芸繊維大学大学院工芸科
 学研究科造形工学専攻修了
2003年 株式会社コンパス建築工房
2006年～ HAMADA DESIGN

2014年～ 京都工芸繊維大学非常勤講師
2019年～ 摂南大学非常勤講師
2020年～ 京都芸術大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：HAMADA DESIGN 
　　　　　濱田　猛
構造設計：造形工学研究所
　　　　　福永　毅
施　　工：ジェイプランニング
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018年6月
構造規模：RC造+鉄骨造+木造
　　　　　2階建て
敷地面積：211.24㎡
延床面積：89.43㎡


